就任会見発言録


日　　時：令和８年２月12日（木）10時00分～
場　　所：伊達市役所東棟４階　401・402会議室
出　　席：市長、副市長、総務部長、未来政策部長、財務部長、市民生活部長、
健康福祉部長、産業部長、建設部長、会計管理者、教育部長、こども部長、
危機管理担当参事、農業委員会事務局長、行政委員会事務局長、議会事務局長
報道機関：読売新聞社、福島民報社、福島民友新聞社、福島放送
就任挨拶：市長から３期目就任の挨拶

《年度始めのあいさつ》------------------------------------------------------
就任にあたってご挨拶を申し上げます。このたび、伊達市長として３期目の市政運営を担わせていただくことになりました。改めて、この責任の重さを胸に刻み、市民の皆様の期待と信頼に応えられるよう、決意を新たにしたところでございます。
これまで２期８年は、子育てや教育の充実、大型商業施設や企業の誘致、住宅団地や子育て施設の整備など、若者が定着するための基盤づくりに力を注いでまいりました。その取組みの成果が着実に表れ、本市の年少人口は、県内で最も転入超過の多い自治体となるなど、子育て世代に選ばれるまちへ歩みを進めてきたところであります。
一方で、人口減少、少子高齢化の加速により、地域の経済活動やコミュニティの維持など、様々な課題に直面をしております。
　このような中、合併20周年を迎えた今年は、イオンモール伊達のオープンなど、本市を取り巻く環境が大きく変化をしております。
私の基本姿勢であります現場主義をモットーに、市民の皆様とともに、次なるステップに向けた取組を推進し、便利で人にやさしく豊かなまち伊達市の創造に挑戦をするため、つぎの３つのまちづくりを進めてまいります。

　一つ目の「便利なまち」につきましては、市民生活において地域の公共交通は大変重要であります。阿武隈急行線、路線バス、デマンドタクシーなどを活用した市内全域の公共交通網の再編を進め、利便性の高い交通システムを構築してまいります。
また、利便性の向上には、道路網の整備は重要であります。国県道の整備促進を強く働きかけるとともに、生活道路の市道の維持管理を強化してまいります。
また、中山間地域において、高齢者などの生活弱者が安心して買い物できる環境づくりを進め、誰もが快適に暮らせるまちづくりを進めてまいります。

二つ目の「人にやさしいまち」につきましては、全ての世帯が安心して暮らせる地域社会を築くためには、健康、介護、医療、福祉、子育てや教育など、人に関わる施策を充実させることが重要であります。
市民一人一人が心身ともに健康で充実した生活を送れるよう、歩くことを基軸とした健康づくりと健康寿命を伸ばすための「元気づくり会」などの普及拡大を進めてまいります
また、妊娠期からの切れ目ない子育て支援として、伊達市版ネウボラ事業を推進し、男女が共に子育てに参画し、仕事と育児を両立できる環境を充実してまいります。さらには、未来を担う子どもたちが安心して学校生活が送れるよう教育環境を整備・充実を図ってまいります。

三つ目の「豊かなまち」につきましては、伊達市の基幹産業である農業については、高齢化や担い手不足が課題となっております。
桃やきゅうり、イチゴ、あんぽ柿などの生産拡大に向けた支援を行うとともに、これまで以上にトップセールスを進め、伊達市ブランドをしっかり守ってまいります。
さらには、データ駆動型スマート農業を推進し、誰もが農業にチャレンジできる環境を整備してまいります。
商工業については、労働力不足の解消と新たに起業する人を支援するとともに、若者の定着に向けた最先端企業の誘致を図ってまいります。
　さらに、イオンモール伊達にアンテナショップを設置し、伊達市の魅力を発信することにより、市内商店街への誘客促進を図ってまいります。
また、歴史・観光については、伊達氏梁川遺跡群の歴史公園やガイダンスセンターなどの整備を進め、地域の貴重な歴史と文化を生かした魅力ある地域づくりを進めてまいります。
このように、便利で人にやさしく豊かなまちづくりを実現するため、多様な知見やノウハウを有する民間事業者や地域団体などと連携し、効率的な行政運営を図るとともに、伊達市の有するポテンシャルを最大限に活用し、市民が希望を持てる未来の創造に挑戦をしてまいります。
今後とも、市民の皆様のご支援、ご協力をよろしくお願いを申し上げまして、就任にあたっての挨拶といたします。

《質疑応答》----------------------------------------------------------------
就任して迅速に進めたい事業、発展に向けた事業について
記　　者　就任にあたり、迅速に対応していきたい施策と合併20周年を迎えるなか、市の発展に向けて取り組んでいきたい活動などについて、伺います。
市　　長　就任に当たり進めていきたいことにつきましては、先ほど申し上げましたように、地域公共交通の再編を進めていきたいと考えています。高齢化が進んでいる中で、外に出れる便利さ、生活しやすい便利さを考えたとき、地域公共交通、阿武隈急行、路線バス、デマンド交通、多種多様な交通システムがありますので、それをしっかり有機的に結びつけた施策を進めていくことがまず第一点だと思っております。
それから2つ目としまして、子どもたちの教育環境をしっかり整備することが重要だと思っており、学校のトイレの洋式化等々を進めてまいりたいと考えております。
産業関係ですと、今進めておりますデータ駆動型スマート農業になります。これは早く進めていかないと、高齢化の中で離農、農業者が少なくなっていく、その時に若い労働者を，農業に参画していただくためには、スマート農業を進める必要がございますので、スマート農業をこれまで以上に推進してまいりたいと考えております。
　　　　　そして2つ目の20周年についてですが、おかげさまで伊達市合併から20周年を迎えることができました。この20周年は市民の皆様のご協力により迎えることができましたので、市民とともに事業を進めていきたいと考えています。
　　　　　具体的には、式典を行うとともに、冠事業として今まで進めてきた事業をもっと市民の皆さんに参画してもらえるような取り組みを進めていきたいと考えております。
また、秋に全日本ラリー選手権を誘致いたしまして、市民の皆さんとラリーの開催を通じて、市の発展を進めていければと考えております。


イオンモール伊達開業に対する期待感について
記　　者　就任挨拶の中にありましたイオンモール伊達が今年オープンすることに対しての期待感などについて、伺います。
市　　長　イオンモール伊達については、今年下期にオープンということになりました。これも多くの市民の皆さんにご協力により進めてくることができたと考えています。
このイオンモールには多くの方がご来場すると思いますが、その方々をいかにして市内、または、近隣の市町村と協力をしながら誘客をしていくことが重要だと考えています。
そのための具体的な方策としまして、今、それぞれの地域に特産品とか、それから観光とかございますので、そこをより一層磨きをかけていくことが重要だと思っています。
イオンモールに来たお客さんを、そのまま帰っていただくのではなく、市内回遊してもらえるような施策をしっかり進めることがこれからの課題だと思っています。
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